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今
、
自
然
の
力
を
活
用
し
た

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
で

は
、
平
成
37
年
度
に
市
内
の
総
電

力
消
費
量
の
30
％
に
相
当
す
る
、

９
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
（kW

h

）

を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
創
出

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、市
内
の
全
世
帯（
約

２
万
世
帯
）
の
消
費
電
力
を
賄
え

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、市
は「
第

二
次
十
日
町
市
総
合
計
画
」の「
未

来
戦
略
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
取

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

十日町市の挑戦

■問合せ＝エネルギー政策課☎757-3198

太陽光発電

太陽の光エネルギー
を太陽電池で直接電
気に換え、発電しま
す。

風力発電

風の力で風車を回
し、その運動で発電
します。

水力発電

ダムなどで水を落下
させ、そのエネル
ギーで発電します。

地熱発電

地熱エネルギーを蒸
気・熱水などで取り
出し、タービンを回
して発電します。

バイオマス発電

動植物などの生物資
源（バイオマス）を
エネルギー源に、発
電します。

さまざまな再生可能エネルギー

十日町市の豊かな自然を活用する水・地熱・森林

目標
9,000万kWh

※市内総電力

消費量の

30％

480万kWh

およそ
19倍に
増強

平成25年度 平成37年度

　
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、

国
は
発
電
時
に
二
酸
化
炭
素
を
排

出
せ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向

上
に
貢
献
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
原
子
力

発
電
所
が
休
止
し
た
こ
と
で
、
電

力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し

て
、
次
の
３
つ
の
課
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
日
本
は
原
油
な
ど
の
資
源
が
乏

し
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
ほ

か
の
国
と
比
べ
て
６
％
と
低
い
水

準
で
す
。

●
低
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

●
電
力
コ
ス
ト
の
上
昇

●
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加

　
化
石
燃
料
へ
の
依
存
が
高
ま
っ

た
こ
と
で
、
平
成
26
年
度
の
家
庭

向
け
電
気
料
金
単
価
は
、
平
成
22

年
度
と
比
較
し
て
約
25
％
上
昇
し

ま
し
た
。

　
原
発
代
替
の
た
め
火
力
発
電
量

が
増
え
、
そ
の
た
め
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
も
平
成
25
年
度
に
は

過
去
最
高
に
な
り
ま
し
た
。

解説

 します

エネルギー政策課

　小川 達也 技師

東
日
本
大
震
災
以
降
、
原
子
力

な
ぜ
い
ま
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

取
り
組
む
の
か

信濃川から
電気を
生み出す

十日町市の

挑戦１
JR東日本宮中取水ダムを活用した水力発電を計画　(図はイメージ)

生み出す

●
市
町
村
が
行
う
維
持
流
量
発
電
で
は
、
全
国
最
大
級
規
模

●
維
持
流
量
が
一
定
な
の
で
、
安
定
し
た
発
電
が
期
待
で
き
る

●
河
川
環
境
に
配
慮
し
た
計
画
と
す
る

※
維
持
流
量
＝
河
川
の
流
水
の
正
常
な
機
能
（
水
質
の
維
持
・
動
植

物
の
保
護
な
ど
）
を
維
持
す
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
流
量

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
宮
中
取
水
ダ
ム
か

ら
放
流
さ
れ
る
信
濃
川
の
維
持
流

量
発
電
は
、
現
在
市
で
検
討
さ
れ

て
い
る
出
力
や
年
間
発
電
量
か
ら

す
る
と
、
大
き
な
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
創
出
で
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
市
民
生
活
が
豊
か
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
課
題

も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
市
と

関
係
機
関
で
協
議
を
進
め
、
効
率

の
高
い
水
力
発
電
の
実
現
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

経
済
界
か
ら
も

期
待
の
声

期
待
の
声

十日町商工会議所

会頭 丸山 秀二 さん

予定地 宮中取水ダム右岸側

出力 約3,000kW

年間
発電量

約2,400万kWh
（一般家庭5,000世帯相当）
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原子力発電を除く自給率
原子力発電を含む自給率

イメージ図：再生可能エネルギー創出の目標（第二次十日町市総合計画より）

2013年の世界各国のエネルギー自給率（出典：日本原子力文化財団）

（仮称）
十日町市宮中水力発電所

太陽光発電 … 1％(300万kWh)

水力発電 … 8％(2,400万kWh)

地熱・地中熱 … 1％（300万kWh）

バイオマス利活用 …20％（6,000万kWh）

発電 … 3％（900万kWh）

熱利用 …17％（5,100万kWh）

【構成割合】

※豊富なバイオマスは、燃料としての利用

が期待されます。そのため、熱利用分も

カロリー換算し、すべての消費エネル

ギーを電力に置き換えています

地域資源から創り出す再生可能エネルギー特集
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❶

❷

❸

補助額1kWあたり15万円
上限60万円

太陽光発電太陽光発電
地中熱利用

（ヒートポンプ）

補助率３分の１
上限80万円

（ヒートポンプ）
木質バイオマスストーブ
（ペレットストーブ）

補助率３分の１
上限15万円

（ペレットストーブ）

これまで捨てられていたもの・未利用の資源を燃料化

　
バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
木
材
や

畜
産
の
ふ
ん
尿
、
生
ご
み
な
ど

生
物
に
由
来
す
る
資
源
の
総
称

で
す
。
当
市
は
、
こ
の
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
活

用
す
る
取
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
次
の
３
つ
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
（
下
の
図
も
参

照
）。

①
間
伐
材
や
も
み
殻
、
使
用
済

み
紙
お
む
つ
、
き
の
こ
廃
菌

床
を
原
料
と
し
た
ペ
レ
ッ
ト

燃
料
の
製
造

②
生
ご
み
、
き
の
こ
廃
菌
床
、

木
質
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
を
ガ
ス

化
し
て
の
発
電

③
家
庭
な
ど
か
ら
回
収
し
た
使

用
済
み
食
用
油
の
燃
料
化

　
当
市
は
、
面
積
の
70
％
以
上

が
森
林
で
、
か
つ
米
作
り
や

き
の
こ
産
業
が
盛
ん
な
こ
と
か

ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用

で
き
る
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
が
豊

富
で
す
。

バイオマスから
エネルギーを
生み出す

家庭でも
エネルギーを
生み出す

十日町市の

挑戦２
十日町市の

挑戦３
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バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想

　
　
　
　
　
　
　
策
定
委
員
会

委
員
長 

山
口 

隆
司 

さ
ん

（
長
岡
技
術
科
学
大
学
大
学
院
教
授
）

　
地
域
の
生
物
由
来
資
源
「
バ

イ
オ
マ
ス
」
に
着
目
し
、
そ
の

利
活
用
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ

た
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
り

あ
げ
る
た
め
の
取
組
み
で
す
。

　
次
世
代
に
つ
な
が
る
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
を
利
活
用
す
る
仕
組

み
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
資

源
の
多
様
性
が
増
し
、
よ
り
強

い
地
域
に
な
り
ま
す
。

「バイオマス産業都市」として認定（全国で50例・県内では新潟市に次いで２例目）

礒崎農林水産副大臣から
認定証授与（平成28年10月）

燃料化 発電・熱・燃料利用

ペレット

薪（ブリケット）

チップ

ガス化

精製機

生ごみ きのこ廃菌床

使用済み食用油

間伐材

もみ殻

※使用済み紙おむつ燃料化の取組み
は県内自治体で初

きのこ廃菌床

使用済み紙おむつ

バイオマス資源

※家庭などから回収した使用済み食
用油を精製し、燃料として使用

燃料

発電装置

※生ごみなどの発酵により発生した
メタンガスを利用して発電

発電装置

ペレット
ストーブ

マルチボイラー
※温泉などで利用

再生可能エネルギーを家庭にも普及するため設置費用の一部を助成

いずれも、県内自治体ではトップクラスの補助率です。ぜひ活用してください。

詳しくは、市ホームページで確認してください。QRコードはこちら→

http://www.city.tokamachi.lg.jp/kurashi_tetuduki/A014/A019/1454068629919.html

　
住
宅
を
新
築
す
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
機
会
に
生
活
す
る
上
で

の
光
熱
費
を
見
直
せ
な
い
か
、
考

え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
市

の
補
助
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
ま
た
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
さ
ん

の
薦
め
も
あ
っ
て
、
太
陽
光
発
電

を
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
太
陽
光
発
電
は
災
害
時
に
電
気

利
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
抑
制
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
も
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
よ
り
安
全
で
豊
か
な
も
の

に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

髙
橋 

菜
々
子 

さ
ん（

三
領
・
36
歳
）

制
度
利
用
者
の
声

地域にさまざまな効果をもたらす再生可能エネルギー

　東日本大震災での福島第一原子力発電所の事故を踏まえると、エネルギーの問題を国や電気事業

者任せにするのではなく、市も自らの問題と位置付け、積極的に関与することが重要だと考えます。

エネルギーを安定的かつ適切に供給するためには、資源の枯渇の心配がなく、環境への負荷が少な

い再生可能エネルギーの導入を一層進めることが必要です。

　地域資源を活用した再生可能エネルギーは環境保全に加え、電力と資金が地域内を循環すること

により、環境関連産業の育成と雇用の創出といった、経済対策としての効果も期待できます。この

ようなことからも、市では再生可能エネルギーの普及と拡大に積極的に取り組んでいきます。

●エネルギーの安定供給・自給率向上

●新たな雇用の創出など、地域
経済の活性化

●災害に強いまちづくり

●二酸化炭素排出量の抑制
●森林など環境保全
●ごみの減量化

地域資源を
生かした
再生可能
エネルギー

地域資源から創り出す再生可能エネルギー特集
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JYOUETSU－UONUMA

ROUTE 253

上越魚沼地域振興快速道路
（仮称）十日町道路のルート帯決定に向けて

※

国道253号は、十日町地域と南魚沼地域の中心部
を結ぶ主要幹線道路です。
急峻な地形で線形不良箇所が多く、連続雨量80㎜
による通行止めとなる区間や急勾配区間もあり、雨
や雪による交通障害が発生し易くなっています。
平成17年６月豪雨や平成23年７月豪雨では長時
間に及ぶ全面通行止めが発生してしまうなど災害に
弱く、通行止めのたびに大幅な迂回をしなければな
りませんでした。 
その影響により、第三次医療機関である魚沼基幹
病院へのアクセス性が悪くなることで搬送時間が長
くなってしまったり、通勤・通学など地域住民の日
常生活に支障をきたしたり、物流や観光面で地域経
済に影響を及ぼしたりしています。 

こうした現状から、雨や雪などの災害に強く、高
速道路へのアクセス性が向上された安全で規格の高
い新たな道路整備を行い、地域住民の生活環境の改
善と広域的な交流拡大、また地域経済活性化への貢
献を目指していく必要があります。

雨や雪による交通規制や
災害が起これば、大渋滞により
交通障害が発生

今までの動き
　これまで、上新バイパス約２㎞と三和安塚道路
の一部区間の約５㎞が供用しています。
　また、八箇峠道路の一部区間の約７㎞が平成29
年度供用予定です。  

今後の取り組み
　今年度、検討委員会を開催しパブリックインボ
ルブメント（広く意見を聞き計画に反映する）を
行い、（仮称）十日町道路のルート帯決定を行う予
定です。 

（仮称）十日町道路とは
　上越魚沼地域振興快速道路の全体延長60㎞の
内、十日町市北鐙坂から十日町市八箇までの約11
㎞の区間をいいます。 

地域高規格道路とは
　高速道路と連携して広範囲な地域を結び、地域
相互の交流を強化する道路であり、おおむね時速
60㎞で走行可能な道路です。  

上越魚沼地域振興快速道路とは
　上越市を起点とし南魚沼市に至る延長60㎞の地
域高規格道路であり、上越地域から十日町・南魚
沼地域までの広い範囲を短時間で結ぶことで人や
物の移動が容易になり、経済効果が高まるほか、
交流人口の拡大、医療機関へのアクセス性の向上
が期待されます。 

※ ルート帯…概略ルートのこと

今
後
の
進
め
方

一日も早い事業化に向けて、地域と一体となって取り組んでいきます。

今年度予定 来年度以降予定

検討
委員会

問い合わせ先：新潟県土木部道路建設課高規格道路推進室　　　☎025-280-5845 
　　　　　　　　　　十日町地域振興局地域整備部計画調整課　☎025-757-5408 

意見聴取
（アンケートなど）

ルート帯
決定

ルート決定 事業化

今までの動き地域高規格道路とは
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up
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若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

協力
企業

・給排水、井戸、

融雪、外壁等の

施工およびメン

テナンス　　

・従業員数51人

・十日町市四日町

新田　

・☎757-9191　

・水まわりの困ったこと、何でもご相談下さい　

■株式会社 美佐伝

新潟市の専門学校、十日町市内の建設業勤務を経て
入社。金属工事を担当する「建築金物部」所属。入
社３年目。

滝沢 裕也さん（美雪町・29歳）

高校での職場見学をきっかけに、卒業とともに入社。
配管工事を担当する「設備工事部」所属。入社５年目。

太田 隼也さん（四日町新田第１・23歳）

地
元
で
建
築
に
携
わ
る
道
を

選
ん
だ

太
田
さ
ん
―
高
校
生
の
と
き
に
訪
れ
た

当
社
の
職
場
見
学
で
、
建
築
に
携
わ
っ

た
住
宅
の
家
主
の
方
か
ら
感
謝
の
言
葉

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
が
、

当
社
に
就
職
し
た
き
っ
か
け
で
す
。

滝
沢
さ
ん
―
進
学
の
た
め
に
地
元
を
離

れ
ま
し
た
が
、
自
然
が
豊
か
で
生
ま
れ

育
っ
た
地
元
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
自
分
が
小
学
生
の
と
き
自
宅
を
新

築
し
た
こ
と
で
、
建
設
業
に
も
憧
れ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
会
社
で
や
り
が
い
を

持
っ
て
働
く

太
田
さ
ん
―「
人
に
感
謝
さ
れ
る
仕
事
」

は
、
や
り
が
い
や
達
成
感
に
直
結
し
ま

す
。
建
物
な
ど
の
配
管
工
事
を
担
当
し

て
い
ま
す
が
、
特
に
お
客
様
の
大
切
な

住
宅
の
工
事
を
無
事
に
終
え
た
瞬
間

は
、
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

滝
沢
さ
ん
―
入
社
当
時
は
わ
か
ら
な
い

こ
と
も
多
く
、
苦
労
し
ま
し
た
。
で
す

が
、
当
社
は
先
輩
に
相
談
し
や
す
く
、

雰
囲
気
も
明
る
い
会
社
な
の
で
、
た
く

さ
ん
周
囲
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
は
現
場
の
施
工
管
理
を
任
せ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
、
日
々
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

一
回
り
も
二
回
り
も
成
長
し
て

滝
沢
さ
ん
―
先
輩
た
ち
の
よ
う
に
、
効

率
よ
く
仕
事
が
で
き
る
社
員
を
目
指
し

ま
す
。
現
在
は
現
場
管
理
が
主
な
業
務

な
の
で
、
現
場
か
ら
良
く
学
び
、
日
々

の
業
務
に
生
か
し
た
い
で
す
。

太
田
さ
ん
―
ま
だ
ま
だ
知
識
や
技
術
が

足
り
な
い
と
い
う
の
が
率
直
な
思
い
で

す
。
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
み
、
信
頼

し
て
仕
事
を
任
せ
て
も
ら
え
る
社
員
を

目
指
し
ま
す
。
目
標
は
一
級
配
管
技
能

士
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
す
。

　
市
で
は
、官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン（
運
営

：

ヤ
フ
ー
㈱
）
で
、
市
税
の
滞
納
者
か
ら
差
し

押
さ
え
た
財
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公

売
し
ま
す
。

●
公
売
方
法
＝
せ
り
売
り
形
式

●
公
売
場
所
＝Y

ヤ

フ

ー

a
h
o
o
!

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
内

の
「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

●
公
売
参
加
申
込
期
間
＝
８
月
17
日
㈭
午
後

１
時
〜
９
月
４
日
㈪
午
後
11
時
ま
で

●
入
札
期
間
＝
９
月
11
日
㈪
午
後
１
時
〜
９

月
13
日
㈬
午
後
11
時

●
売
却
決
定
日
時
＝
９
月
14
日
㈭
午
前
10
時

●
買
受
代
金
納
付
期
限
＝
９
月
21
日
㈭
午
後

２
時
30
分
ま
で

・
こ
の
公
売
に
参
加
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
「Y

a
h
o
o
! J

ジ

ャ

パ

ン

A
P
A
N
 ID

」
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
公
売
物
品
の
詳
細
や
申
込
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
当
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

k
o
u
b
a
i.a

u
ctio

n
s.y

a
h
o
o
.co

.jp
/

※「
十

日
町
市
」
を
選
択
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　
公
売
物
品
に
興
味
の
あ
る
人
や
、
入
札
を

考
え
て
い
る
人
は
、
下
見
会
で
実
物
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
※
要
事
前
申
し
込
み

日
８
月
18
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

会
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
（
市
役
所
隣
）

〆
８
月
17
日
㈭
午
後
５
時

申
上
記
問
合
せ
先

公
売
物
品
の
下
見
会

１ 2

3 4 5 6 7

差し押さえ財産のインターネット公売を実施します
● ● ● ● ●問合せ：税務課管理収納係☎757-3113

公売のお知らせ

※サントリーオープン記念ボトルは、上記のほかに８点あります。サントリーリミテッド干支ボトルは、上記のほかに１点あります
※ウイスキーは全て未開栓ですが、液面低下・沈殿物・コルクの状態など、中身については保証できません

売却区分 物品名（材質など） 規格など（単位：センチメートル）見積価格 状態

２ 額入り模造刀（ガラス、メッキ） 高さ 46・幅 122・奥行 5 500 円 傷や汚れあり

３
サントリーウイスキーリザーブ

（‘89サントリーオープン記念ボトル）
陶器　750ミリリットル・43 度
箱：高さ 34・幅 19・奥行 17

1,000 円 未開栓

４
サントリーウイスキークレスト12年

（‘93サントリーオープン記念ボトル）
陶器　500ミリリットル・43 度
箱：高さ 28・幅 16・奥行 15

1,000 円 未開栓

５
サントリーウイスキーローヤルプレミアム15年

（サントリーオープン30周年記念ボトル）
陶器　500ミリリットル・43 度
箱：高さ 28・幅 26・奥行 17

1,000 円 未開栓

６
サントリーウイスキーローヤル

（サントリーリミテッド干支ボトル酉歳）
陶器　600ミリリットル・43 度
箱：高さ 25・幅 22・奥行 11

1,000 円 未開栓

７
サントリーウイスキーローヤル

（サントリーリミテッド干支ボトル戌歳）
陶器　600ミリリットル・43 度
箱：高さ 22・幅 22・奥行 16

1,000 円 未開栓

●動産：15点

売却区分 所　在 地目・面積 見積価格 公売保証金

１
（土地）柏崎市大字南条字馬場
           3575番8　ほか18筆

宅地・2,186.71平方メートル
（登記簿面積）

100万円 10万円

●不動産：１点



このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。情報がありました
ら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。
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アジサイとハナショウブが

咲き誇る中、「あじさい＆菖
しょう

蒲
ぶ

まつり」が開催されました。

イベントを主催した松代区

は、郷土料理「いちょっぱ汁」

を振る舞い、また外れくじの

ない「城盗りくじ引き」も行

われ、訪れた人たちをもてなしました。当日は晴天にも恵まれ、

開放された松代城天守閣からは城下に広がる景色を一望するこ

とができました。

松之山保育園の子

どもたちと市の国際

交流員が、子ども向

けの英語教室で触れ

合いました。これは

松之山保育園で月１

回行われている「英

十日町市は全国有数の豪雪地帯であり、

生活や経済活動の維持のため、冬の道路除

雪は欠かせないものとなっています。

この日、十日町市・津南町の県管理道路

の除雪作業に長年取り組んだ８事業所・９

人の皆さんに、十日町地域振興局長から感

謝状が贈呈されました。そのうちの１人、

樋口佐一さん（㈱生越土建）は「このよう

な感謝状をいただき、とても光栄です」と

話してくれました。

咲き誇る花々と雄大な景色を楽しむ

７月９日㈰：松代城跡公園

みんなで楽しく「英語で遊ぼう」

7月19日㈬：松之山保育園

地域を守る道路除雪　長年の貢献にたくさんの感謝を

７月７日㈮：十日町地域振興局

現在、十日町市献血友の会連合会長を務める藤木和夫

さん（中条旭町・72歳：写真左）は、長年にわたり行

政と連携して献血推進活動に尽力しています。その功績

が認められ、このたび日本赤十字社から「社業功労者社

長特別表彰」を受賞。この日、市役所で日本赤十字社新

潟県赤十字血液センター北村献血推進部長から、表彰状

が授与されました。

献血者としても70歳の年齢制限まで、236回の献血を

行った藤木さん。近年、献血者が減少していることに触

れ、「今回の受賞をきっかけに、一人でも多くの人の献

血につながることを願っ

ています。特に若い人に

は、自分の血液がどのよ

うに役立っているのか、

どのように生かされてい

るのかを考え、自分のた

めと思って献血をしてほ

しいです」と話してくれ

ました。

「生物多様性の本箱 -みんなが生きものとつながる100冊-」の

今年度の寄贈先に「森の学校」キョロロが選ばれ、この日寄贈式が

行われました。これは一般社団法人日本経済団体連合会自然保護協

議会が行う慈善事業で、自然保護などの教育活動を進める施設・団

体に、関連書籍が寄贈されるものです。「森の学校」キョロロは、

県内を含め中部・北陸地方では初の寄贈先となります。書籍は館内

に常設設置していますので、来館したときはぜひご覧ください。

谷間を利用した開放的な射台が特徴

である松代射撃場。ここで十日町市長

杯争奪射撃大会（猟友会松代・松之山

分会主催）が開催されました。

市内外から60人の射手が参加した

大会は、『トラップ射撃15メートル』

『トラップ射撃10メートル』『ダブル

トラップ射撃５メートル』の３種目

合計点数で競われました。結果、80

点満点で73点を獲得した外山寿夫さ

ん（茨城県）

が見事優勝

を果たしま

した。

献血は人のため、そして自分のため

７月18日㈫：市役所本庁

またひとつ、キョロロの活動が認められました

７月31日㈪：「森の学校」キョロロ

３種目で腕を競う

７月９日㈰：松代射撃場

　来年度から小学校で「特別の教科 道徳」が始まります。それに先立ち、

問題解決的な道徳授業について、筑波大附属小学校教諭の山田誠さんを

講師に招き、６年生を対象とした模範授業と講演会を行いました。

　参加した102人の教職員からは、「子どもたちが興味を持って取り組

み、学べて良かったと思う授業を積み重ねられると良い」「教材の選び

方の大切さを学んだ」など、授業づくりの参考になったとの声が多く聞

かれました。

プロに学ぶ～授業力向上研修を開催～

６月20日㈫：田沢小学校

小中

一貫

教育

レ
ポ
ー
ト

表彰おめでとうございます

●優 良 団 体：十日町市交通指導隊

●優良事業所：吉澤織物株式会社

　７月12日㈬に新潟テルサで行われた

「県民交通安全フェア」で、県知事表彰

を受けました。交通安全の推進などに関

し、地域への貢献や事業所における取組

みなどが評価されたものです。

※このほか、市内の３団体・２人に県交通安
全対策連絡協議会長表彰が授与されました

県知事表彰（交通安全）

この記事は、水落明衣さん（下

条中２年）が十日町市役所での

職場体験で取材しました。

語で遊ぼう」という取組みで、園児たちは国際交流員の

２人と元気に英語であいさつを交わしたり、英語を取り

入れた鬼ごっこや歌あそびをしたりして楽しみました。

「ゲームが楽しかった。いつもこの教室が楽しみ」と参加

した貝沼花梨さん（４歳）は話してくれました。
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

連載コーナー

JISAPOの決起集会を開催しました。夏は「水あそび」

と「山あそび」をテーマにした作品、イベントが主になり

ます。夏休みにピッタリなので、ぜひ来場してください。

また、今回は「より活動しやすくするには？」というテ

ーマで話し合いを行い、先輩サポーターが感じたことや初

心者の不安解消などについて意見が交わされました。今後

もより多くの人に参加してもらえるよう、取り組みを進め

ます。

芸術祭に関わってみたいと思ったら、ぜひF
フェイスブック

acebookを

見てください。新しい人とのつながりや、やりがいが見つ

かるかもしれませんよ。

「夏の決起集会について」

■問合せ＝観光交流課芸術祭企画係　☎757-2637

地元サポーター

宮嶋 栞
しおり

さん

（南魚沼市・25歳）

Facebookあります

JISAPO こへび隊

きょうのサポーター

地元から芸術祭を盛り上げよう！！

地元サポーター・こへび隊
活動日誌

　この夏もイベントが盛り
だくさんです。

　JISAPO 一同、笑顔で皆
さんをお迎えします。

　夏会期に向けた意見交換
会。より良い「おもてなし」
を目指してさまざまな意見
が飛び交います。

J
ジ サ ポ

ISAPO決起集会  2017夏の陣

７月17日㈪　会場：分じろう

15

こへび隊通信

地元サポーター

昨年、創立60周年を迎えた十日町ロータリー

クラブ。このたび、その記念事業として市民憲章

碑を市へ寄贈し、市役所本庁正面の緑地帯に設置

されました。除幕式で十日町ロータリークラブの

村山徹さん（下条４・74歳）は、「市のために奉

仕することが私たちクラブの思い。クラブ60年

の節目に、未来永劫残るものを市民の皆さんに渡

すことができて感慨深い」と話してくれました。

㈱Y
エ ー ル

ELL（宮下町西・小泉嘉章代表）では、武蔵

野大学（東京都）と提携し、学生に地方の就業実態

を知ってもらうため、市内企業への職業体験受入支

援を行っています。この日はクロステンや観光協会

で研修を行った３人が、関係者に成果報告を行いま

した。

また、翌日29日㈯には分じろうで開催されたイ

ベントにも浴衣で参加。イベント運営のサポートを

行い、４週間にわたった研修を締めくくりました。

思いを形に　未来への道しるべ「市民憲章」の碑を寄贈

７月27日㈭：市役所本庁舎

首都圏大学生が地方の実態を学ぶ

７月28日㈮：クロステン

フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ
ト
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
ね
こ
ろ
ん
だ
展
そ
の
３
】

日
８
月
18
日
㈮
〜
25
日
㈮

会
十
じ
ろ
う

【
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
さ
ん
の

家
族
会
】

日
８
月
24
日
㈭
午
後
７
時
〜

会
分
じ
ろ
う

【
お
茶
に
し
ょ
う
じ
ゃ
ね
ぇ
会
】

日
９
月
９
日
㈯
午
後
２
時
〜

会
十
じ
ろ
う

￥
３
０
０
円

内
就
職
活
動
の
心
構
え
に
つ
い
て

講
水
口
正
明
さ
ん
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
十
日
町
）

【
ひ
き
こ
も
り
さ
ん
の
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
】

日
毎
週
㈫
・
㈭
午
後
１
時
〜
４
時

会
ね
こ
ろ
ん
だ
（
昭
和
町
１
）

〈
共
通
〉

問
フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ
ト
・
関
口
（
☎

０
９
０

｜

４
９
５
５

｜

４
１
６

９
）

鬼お
ん
で
こ
ざ

太
鼓
座
公
演
in
三
ヶ
村

日
8
月
19
日
㈯
午
後
2
時
30
分

会
旧
飛
渡
第
2
小
学
校
体
育
館

￥
１
５
０
０
円
（
当
日
2
千
円
）

●
主
催
＝
い
き
い
き
三
ヶ
村
・
ふ

れ
あ
い
フ
ァ
ー
ム
三
ヶ
村
・
三

ヶ
村
い
き
い
き
館

問
水
落
（
☎
０
９
０

｜

６
１
１
６

｜

２
１
５
２
）

川
治
地
区
納
涼
演
芸
会

日
８
月
20
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

●
演
目
＝
落
語
・
懐
か
し
の
歌
謡

曲
・
詩
吟
・
民
謡

●
出
演
者
＝
三
流
亭
楽
々
・
水
都

家
の
っ
ぺ
・
市
川
幸
治
一
座
・

妻
有
吟
生
会
・
水
落
ま
ど
か
　

ほ
か

会
・
問
川
治
公
民
館
（
☎
７
５
２

│
２
２
２
３
）

サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

＆
高
校
授
業
体
験

in
十
日
町
高
校
２
０
１
７

日
８
月
22
日
㈫
午
前
10
時
〜
正

午
・
午
後
1
時
〜
3
時

内
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
・
算
数
で
遊

ぼ
う
・
生
き
物
を
観
察
し
よ
う
・

細
胞
を
見
よ
う
・
い
ろ
い
ろ
凍

ら
せ
て
み
よ
う
・
ロ
ケ
ッ
ト
を

飛
ば
そ
う
・
お
し
ゃ
れ
な
シ
ュ

シ
ュ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

作
ろ
う

持
内
履
き
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
ま

た
は
ハ
ン
カ
チ
・
袋
（
制
作
物

持
ち
帰
り
用
）

他
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
会
・
問
十
日
町
高
校
・
志
田
（
☎

７
５
２

｜

３
５
７
５
）

わ
っ
か
ふ
ぇ

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
り
教
室

　
夏
休
み
の
思
い
出
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
は
ん
こ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
8
月
23
日
㈬
午
前
10
時
〜

￥
５
０
０
円
※
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付

き
会
・
申
・
問
わ
っ
か
ふ
ぇ
（
☎
７

５
５

｜

５
０
４
０
）

女
子
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
カ
ラ
ー
診
断
×
手
作
り
ア
ク
セ
」

　
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
ア
ナ
リ
ス

ト
が
自
分
を
輝
か
せ
る
色
を
診

断
。
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
イ

ヤ
リ
ン
グ
（
ピ
ア
ス
）
を
作
っ
て

み
よ
う
。

日
8
月
30
日
㈬
午
前
10
時
・
午
後

2
時

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

￥
2
千
円
※
ピ
ア
ス
ま
た
は
イ
ヤ

リ
ン
グ
１
点
含
む

講
滝
澤
あ
ず
さ
さ
ん
（
パ
ー
ソ
ナ

ル
カ
ラ
ー
診
断
士
）

問
ま
る
っ
と
り
ん
く
・
春
日
（
☎

０
９
０

｜

４
９
３
９

｜

７
９
６

７
）

愛
と
い
の
ち
の
讃
歌

バ
ロ
ッ
ク
歌
曲
と
日
本
の
名
曲

日
8
月
30
日
㈬
午
後
6
時
30
分

　
※
開
場
6
時

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

￥
２
７
０
０
円
（
当
日
３
千
円
）・

ペ
ア
券
5
千
円
・
学
生
１
５
０

０
円

●
出
演
者
＝
樋
口
由
佳
里
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
荒
木
優
子
さ
ん

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
上
尾
直
毅

さ
ん
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
・
ミ
ュ
ゼ

ッ
ト
）
※
荒
木
さ
ん
、
上
尾
さ

ん
は
バ
ッ
ハ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
な
ど
古
楽
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
主
要
メ
ン
バ
ー

●
曲
目
＝
パ
ー
セ
ル
・
モ
ン
テ
ヴ

ェ
ル
デ
ィ
・
ヘ
ン
デ
ル
・
バ
ッ

ハ
の
名
曲
、
ふ
る
さ
と
、
い
の

ち
の
歌
　

ほ
か

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
＝
市
民
会
館
・

　
千
年
の
森
ホ
ー
ル
・
情
報
館
・

ク
ロ
ス
テ
ン
・
イ
ト
ー
楽
器

問
ク
ラ
ー
ジ
ュ(

☎
７
５
７

｜

８

６
３
６)

大
人
の
土
器
作
り  

初
級
編

　
国
宝
・
火
焔
型
土
器
の
笹
山
遺

跡
で
、
縄
文
土
器
を
つ
く
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
９
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
・
９
日

㈯
・
30
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
※
全
日
参
加
必
須

会
笹
山
縄
文
館
・
遺
跡
広
場

対
中
学
生
以
上

￥
８
０
０
円

定
10
人

持
汚
れ
て
も
良
い
服
装

講
桾
沢
春
奈
さ
ん（
伊い

乎お

乃の

の
里
・

縄
文
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
）

他
30
日
は
野
焼
き
を
行
い
ま
す

〆
8
月
26
日
㈯

申
・
問
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

（m
u
seu

m
.10@

city
.tokam

ach
i.

lg.jp

）
で
博
物
館
へ（
☎
７
５
７

｜

５
５
３
１
）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

14市報とおかまち　平成29年８月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成29年８月10日号15

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

十
日
町
市
芸
術
協
会
主
催

第
28
回
美
術
館
鑑
賞
ツ
ア
ー

　
優
れ
た
文
化
・
芸
術
を
楽
し
く

鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

日
9
月
3
日
㈰
午
前
7
時
出
発
〜

午
後
6
時
50
分
頃
帰
着
予
定

会
群
馬
県
立
館
林
美
術
館
・
富
弘

美
術
館

￥
1
万
円
※
当
日
徴
収

定
先
着
43
人

〆
8
月
20
日
㈰

申
官
製
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

し
て
学
校
町
１
中
央
公
民
館

「
美
術
館
鑑
賞
ツ
ア
ー
」
係
へ

問
中
条
（
☎
０
９
０

｜

８
７
７
１

｜

５
１
７
６
）

平
成
29
年
度
情
報
館
主
催

第
２
期
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
習

【
エ
ク
セ
ル
初
心
者
コ
ー
ス
】

日
９
月
５
日
㈫
〜
26
日
㈫
の
毎
週

㈫
・
㈭
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
全
７
回

対
は
じ
め
て
エ
ク
セ
ル
を
使
う
人

￥
５
２
５
０
円

内
グ
ラ
フ
や
表
計
算
、
住
所
録
の

作
り
方
な
ど
を
学
び
、
後
半
は

演
習
問
題
を
中
心
に
行
い
ま
す

【
画
像
編
集
コ
ー
ス
】

日
９
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮
の
毎
週

㈮
午
後
７
時
〜
９
時
※
全
５
回

対
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
で
画
像
を

扱
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

￥
５
千
円

内
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
で
画
像
の
色
調

整
や
複
数
の
画
像
を
一
枚
に
合

成
す
る
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す

〈
共
通
〉

定
先
着
18
人
※
5
人
以
下
は
中
止

の
と
き
あ
り

申
・
問
①
希
望
の
コ
ー
ス
②
郵
便

番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
電
話
番

号
を
明
記
し
て
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
電
話
の
い
ず
れ
か
で
〒
９

４
８

｜

０
０
７
２
西
本
町
２
丁

目
１
番
地
１
情
報
館
へ(
☎
７

５
０

｜

５
１
０
０
、
Ｆ
７
５
０

｜

５
１
０
３)

市
民
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

日
9
月
9
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
※
受
付
1
時
〜

会
長
岡
市
立
中
央
図
書
館

内
／
講
知
ら
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
!?

ア
ル
コ
ー
ル
の
こ
と
〜
か
ら
だ

と
こ
こ
ろ
へ
の
影
響
〜
／
小
泉

暢ま

さ

た

か

大
栄
さ
ん
（
県
立
精
神
医
療

セ
ン
タ
ー
精
神
科
部
長
）

   

体
験
談
／
若
月
義
昭
さ
ん
（
長

岡
断
酒
新
生
会
会
長
）

問
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
「
市

民
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
事
務

局
」（
☎
０
２
５
８

｜

24

｜

３

９
３
０
）

参
加
団
体
募
集

市
民
活
動
見
本
市

め
っ
か
め
っ
か
２
０
１
７

　
市
民
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
せ

ん
か
。

日
9
月
9
日
㈯
午
後
4
時
〜
8
時

会
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
分
じ
ろ
う

対
市
民
活
動
団
体

￥
販
売
・
屋
台
出
店
は
有
料

〆
8
月
18
日
㈮

申
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
と
サ
ポ
（
☎
７

６
１

｜

７
４
４
４
）

職
員
募
集

市
教
育
支
援
員
（
臨
時
職
員
）

　
市
内
小
・
中
学
校
で
介
助
が
必

要
な
児
童
生
徒
に
、
授
業
や
課
外

活
動
で
個
別
指
導
し
、
教
員
を
補

助
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数
＝
４
名
程
度

●
選
考
方
法
＝
書
類
選
考
・
面
接

●
任
用
期
間
＝
平
成
29
年
8
月
28

日
〜
平
成
30
年
3
月
31
日
※
更

新
す
る
こ
と
あ
り

●
勤
務
時
間
＝
午
前
8
時
15
分
〜

午
後
4
時
15
分
※
休
憩
1
時
間

●
休
日
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
※
行
事
な
ど
で
振
替

勤
務
の
と
き
あ
り

●
勤
務
地
＝
市
内
小
・
中
学
校

　
※
面
接
時
に
希
望
聴
取

●
賃
金
＝
時
給
８
４
０
円
※
教
員

免
許
・
保
育
士
・
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
の
免
許
保
有
者
は
９
０
０
円

●
加
入
保
険
・
手
当
＝
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
・
労
災
保
険
に
加
入
、

通
勤
手
当
あ
り

他
ほ
か
に
も
教
育
関
係
の
臨
時
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
（
☎
７

５
７

｜

２
４
０
７
）

問
学
校
教
育
課
（
☎
７
５
７

｜

３

３
３
６
）

十日町市ビジネスコンテスト『トオコン2017』

●募集部門＝創業部門、第二創業・経験者部門、

学生アイデア部門

●募集期間＝７月10日㈪～10月２日㈪※学生

アイデア部門は10月10日㈫締切

●審査方法＝書類審査後、通過者のみ本選会

（12月16日㈯越後妻有文化ホール「段十ろ

う」）で公開プレゼンテーション

●表彰＝最優秀賞：副賞10万円・事業化補助

金最大300万円、部門賞：副賞５万円・事業

化補助金最大100万円、学生アイデア部門賞：

副賞３万円・事業化補助金最大100万円※未

入賞でも事業化のときは補助金交付予定

　市内で新規創業・事業の新分野進出を行うビジネスプランを募集します。事業化には市の補助事

業が活用できます。ぜひ応募してください。

他詳細は公式ホームページ（http://www.

toocon.jp/）に掲載。11月11日㈯～12日㈰

にまつだい芝峠温泉 雲海で起業家育成合宿

（本選会出場者は参加必須）を開催

問産業政策課商工振興係（☎757-3139）

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

在
職
者
訓
練
（
技
能
向
上

コ
ー
ス
）
受
講
生
募
集

【
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ（
基
礎
）コ
ー
ス
②
】

日
９
月
16
日
㈯
・
９
月
23
日
㈯
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

￥
２
４
０
０
円

定
10
人
※
多
数
の
と
き
は
抽
選

内
各
コ
マ
ン
ド
の
操
作
方
法
、線
・

四
角
形
の
描
き
方
を
習
得

〆
9
月
4
日
㈪

【
機
械
加
工
新
入
社
員
教
育
①
機
械

切
削
加
工
コ
ー
ス
②
測
定
コ
ー
ス
】

日
①
９
月
28
日
㈭
・
29
日
㈮
②
10

月
５
日
㈭
・
６
日
㈮
い
ず
れ
も

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

対
新
入
社
員
で
機
械
加
工
未
経
験

の
人
お
よ
び
新
た
に
機
械
加
工

の
基
礎
習
得
を
目
指
す
人

￥
各
３
９
０
０
円

定
各
10
人
※
多
数
の
と
き
は
抽
選

内
①
機
械
加
工
・
切
削
加
工
の
基

礎
と
普
通
旋
盤
実
習
②
測
定
概

論
・
測
定
理
論
（
直
接
測
定
、

比
較
測
定
な
ど
）
と
実
習

〆
9
月
14
日
㈭

〈
共
通
〉

会
・
申
・
問
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
上
越
市
・
☎
０
２
５

｜

５
４
５

｜

２
１
９
０
）

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

事
務
系
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ

ム
科　

９
月
入
校
生
募
集

日
9
月
26
日
㈫
〜
平
成
30
年
２
月

23
日
㈮
午
前
９
時
40
分
〜
午
後

4
時
10
分

会
十
日
町
パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ

対
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
能
を
習

得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

定
12
人

￥
無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
・
受
験
料

な
ど
自
己
負
担
あ
り

〆
９
月
4
日
㈪

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
魚
沼
市
・
☎
０
２
５
―
７
９

４
―
２
４
１
０
）  

国
家
公
務
員
税
務
職
員
募
集

（
国
税
庁
経
験
者
採
用
試
験
）

　「
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と

し
て
勤
務
す
る
税
務
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
受
験
資
格
＝
平
成
29
年
４
月
１

日
に
お
い
て
大
学
な
ど
を
卒
業

し
た
日
ま
た
は
大
学
院
の
課
程

な
ど
を
修
了
し
た
日
の
う
ち
最

も
古
い
日
か
ら
起
算
し
て
８
年

を
経
過
し
た
人

●
申
込
期
間
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト

：

８
月
４
日
㈮
午
前
９
時
〜

８
月
17
日
㈭
（
受
信
有
効
）

　(h
ttp

://w
w
w
.jin

ji-sh
ik
e
n
.

g
o
.jp

/ju
k
e
n
.h
tm

l)

●
試
験
日
＝
１
次
試
験

：

10
月
１

日
㈰
、
２
次
試
験

：

合
格
通
知

書
で
指
定
す
る
日
、
３
次
試

験

：

12
月
上
旬
で
指
定
す
る
日

問
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

：

人
事
院
人
材
局
試
験
課
（
☎
０

３

｜

３
５
８
１

｜

５
３
１
１
内

線
２
３
３
３
）、
そ
の
他

：

関

東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係
（
☎
０
４
８

｜

６
０
０

｜

３
１
１
１
内
線
２
０
７
７
）

放
送
大
学　
10
月
生
募
集

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
１
科
目
か

ら
学
べ
ま
す
。
資
料
は
無
料
で
す

の
で
、
気
軽
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

●
出
願
期
間
＝
第
1
回

：

8
月
31

日
㈭
、
第
2
回

：

9
月
20
日
㈬

問
放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

(

☎
０
２
５

｜

２
２
８

｜

２
６

５
１)

ハピコン「キャンドルパーティー」参加者
募集

日９月23日㈯午後４時～８時

　※受付３時40分～

会ビストロ・サニーサイド

　（西本町３- ６- ８）

対概ね25歳～39歳の独身男女

￥男性4,000円、女性3,000円

　※キャンドル作り体験料・飲食代・

保険料込み

定男女各10人※超えたときは抽選

〆男性９月６日㈬

　女性９月13日㈬

他男性応募者は情報館で事前説明会を開

催（９月７日㈭午後７時30分～９時）

申・問エフエムとおかまち（☎752-7830）

写真は全てイメージ



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

16市報とおかまち　平成29年８月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成29年８月10日号17

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

参
加
者
募
集

小
学
校
３
年
生
〜
高
校
生
の
た
め

の
冬
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

●
コ
ー
ス
（
研
修
国
）
＝
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ

ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ

ア
●
日
程
＝
12
月
24
日
㈰
〜
平
成
30

年
1
月
4
日
㈭
の
う
ち
6
〜
10

日
間
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り

ま
す

対
小
学
校
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す

定
各
グ
ル
ー
プ
15
人

￥
22
万
8
千
円
〜
42
万
8
千
円

※
10
月
25
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
み

の
と
き
１
万
円
割
引

内
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ク
リ
ス
マ
ス

体
験
・
英
語
研
修
・
文
化
交
流
・

地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

※
コ
ー
ス
に
よ
り
選
択
で
き
ま
す

〆
11
月
１
日
㈬

問
公
益
財
団
法
人 

国
際
青
少
年

研
修
協
会
（
☎
０
３

｜

６
４
１

７

｜

９
７
２
１
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
集
い

茶
話
会

日
8
月
23
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

会
中
里
庁
舎

内
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
介
護
に
つ

い
て
話
し
ま
す

他
当
日
参
加
も
可

申
・
問
き
ら
ら
会
々
長
・
坂
野

（
☎
７
８
８

｜

０
７
３
１
）、
十

日
町
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
７
５
８

｜

２
３
２
４
）

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

【
日
中
講
習
コ
ー
ス
】

日
9
月
3
日
㈰
午
後
1
時
〜
5
時

会
松
代
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー

定
20
人

〆
8
月
25
日
㈮

【
夜
間
講
習
コ
ー
ス
】

日
9
月
6
日
㈬
・
20
日
㈬
午
後
7

時
〜
9
時
※
計
4
時
間

会
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
分
じ
ろ
う

定
3
人
以
上

〆
開
催
日
の
1
週
間
前

〈
共
通
〉

対
15
歳
以
上

￥
１
５
０
０
円
※
教
材
代
・
保
険

料
内
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
除

細
動
・
気
道
異
物
除
去
な
ど

申
・
問
日
赤
十
日
町
市
地
区
事
務

局
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
７

５
０

｜

５
０
１
０
）

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
三

親
等
内
の
遺
族
で
、
平
成
27
年
４

月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い

な
い
と
き
、
先
順
位
の
遺
族
1
人

に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
人
は

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

内
額
面
25
万
円
・
5
年
償
還
の
記

名
国
債

〆
平
成
30
年
4
月
2
日
㈪

申
・
問
福
祉
課
福
祉
支
援
係
（
☎

７
５
７

｜

９
７
３
９
）
ま
た
は

各
支
所
市
民
課

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

こ
ど
も
仕
事
塾

日
８
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
※
最
終
受
付
午
後
２
時
30

分
対
小
学
生
※
低
学
年
は
保
護
者
同

伴
内
木
工
体
験
・
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ

く
り
・
小
物
の
か
ざ
り
つ
け
・

自
動
車
の
整
備
な
ど

会
・
問
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
（
☎
０
２
５

｜

５
４
５

｜

２

１
９
０
）

樋
口
政
幸
選
手

世
界
パ
ラ
陸
上
競
技
選
手
権

ロ
ン
ド
ン
大
会
凱
旋
報
告
会

日
8
月
20
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

会
市
陸
上
競
技
場
※
雨
天
は
市
総

合
体
育
館

内
大
会
報
告
・
車
椅
子
体
験
・
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

の
激
励

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２

｜

４
３

７
７
）

ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

講
習
会

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
学
ぶ
会
】

　
子
ど
も
の
運
動
能
力
を
伸
ば
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
、
理
論

と
実
践
方
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

日
9
月
９
日
㈯
午
前
9
時
〜
11
時

30
分
※
受
付
8
時
40
分
〜

会
中
里
な
か
よ
し
保
育
園

￥
５
０
０
円

講
平
井
博
史
さ
ん
（
中
部
学
院
大

学
教
育
学
部
子
ど
も
教
育
学
科

准
教
授
）

【
健
康
長
寿
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
学
ぶ
会
】

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び

ま
し
ょ
う
。

日
９
月
15
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
※
受
付
９
時
〜

会
市
総
合
体
育
館

講
中
澤
翔
さ
ん
（
新
潟
医
療
福
祉

大
学
健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
助

手
）

〈
共
通
〉

申
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー
ジ
ュ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２
―

４
３
７
７
）

な
で
し
こ
ジ
ュ
ニ
ア
キ
ッ
ズ

サ
ッ
カ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

　
天
然
芝
の
ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ

で
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

日
①
9
月
10
日
㈰
②
10
月
1
日
㈰

い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
〜
11

時
30
分
※
受
付
午
前
8
時
30
分

〜
会
当
間
ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ
※
②

は
、
雨
天
時
市
総
合
体
育
館

対
未
就
園
児
・
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

持
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
服
装
・

飲
み
物
・
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

　
※
ゴ
ム
製
の
ボ
ー
ル
で
も
可

講
若
杉
透
さ
ん
（
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

〆
①
8
月
27
日
㈰
②
9
月
24
日
㈰

他
①
ア
カ
デ
ミ
ー
終
了
後
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
開
催
※
大
人

１
５
０
０
円
・
子
ど
も
無
料

申
・
問
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://tokam

achisoccer.

com
/pc/

）
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
の

い
ず
れ
か
で
、
十
日
町
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
女
子
委
員
会
へ
（
㈲

若
山
総
合
保
険
サ
ー
ビ
ス
内
☎

７
５
０
―
５
５
３
５
、
Ｆ
７
５

２
―
６
９
１
７
）

第
14
回

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
プ
レ

シ
ー
ズ
ン
ゲ
ー
ム
十
日
町
大
会

【
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
対

金
沢
武
士
団
】

日
9
月
10
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

※
開
場
午
前
9
時

会
市
総
合
体
育
館

￥
2
千
円
（
当
日
２
５
０
０
円
）、

高
校
生
以
下
千
円
（
当
日
１
５

０
０
円
）、
幼
児
無
料
※
全
席

自
由

他
エ
キ
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
・
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど

●
入
場
券
販
売
所
＝
市
総
合
体
育

館
・
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
エ
ビ
ス

ヤ
・
庭
野
ス
ポ
ー
ツ
・
志
賀
ス

ポ
ー
ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
Ｎ
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ほ
か

問
十
日
町
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
事
務
局
・
池
田
（
☎
０
９

０
―
１
４
２
３
―
１
２
５
１
）

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
無
料
ご
招
待

日
９
月
16
日
㈯
午
後
６
時
キ
ッ
ク

オ
フ
　
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
戦

会
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
（
新
潟
市
）

対
市
内
在
住
者

定
２
０
０
人
※
応
募
多
数
時
は
抽

選
〆
９
月
６
日
㈬
必
着

申
・
問
往
復
は
が
き
に
、「
９
月

16
日
鹿
島
」・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
（
あ
れ
ば
）・
チ
ケ
ッ

ト
希
望
枚
数
（
４
枚
ま
で
）・

後
援
会
資
料
請
求
有
無
を
記

入
し
、
〒
９
５
０

｜

０
９
５

４ 

新
潟
市
中
央
区
美
咲
町
２

｜

１

｜

１
０ 

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
後
援
会
「
試
合
観
戦
ご

招
待
」
係
へ
（
☎
０
２
５

｜

２

８
２

｜

０
０
１
１
）

参
加
者
募
集

ロ
ー
カ
ル
ア
ス
ロ
ン

　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
自
転
車
・
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
の
三
種
目
を
通
し

て
、
地
域
の
魅
力
を
味
わ
う
イ
ベ

ン
ト
。
選
手
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
／
会
9
月
16
日
㈯
午
後
1
時
〜

5
時
受
付
／
妻
有
大
橋
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
、
17
日
㈰
午
前
7
時

開
会
式
／
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

￥
1
万
2
千
円

定
１
０
０
人

他
詳
し
く
は「
ロ
ー
カ
ル
ア
ス
ロ

ン
」で
検
索
（http://localathlon.

jim
do.com

/

）

問
公
益
社
団
法
人
十
日
町
青
年
会

議
所（
☎
７
５
７

｜

５
１
１
１
）

　宝くじ社会貢献広報事業費として受け入れる

受託事業収入を財源に、コミュニティ活動の健

全な発展を図るために助成します。

対①～③集落会・町内会などの地域コミュニテ

ィ組織、④市が認める自主防災組織

〆９月29日㈮

他審査のうえで決定となりますので、必ず助成

対象になるとは限りません。助成決定は平成

30年４月ごろに通知します。

申申請書（各問合せ先または市ホームページで

入手）に必要書類を添付し各問合せ先または

各支所地域振興課に提出

問①～③企画政策課協働推進係（☎757-3693）、

④防災安全課防災安全係（☎757-3197）

事業名 内　　　容 助成金（10万円単位）
①一般コミュニティ助成
事業

お祭り用品・集会施設の備品・公園の遊具
の購入など

100万～250万円以内

②コミュニティセンター
助成事業

集会施設の建設・大規模修繕
総事業費の５分の３以内
※上限1,500万円

③青少年健全育成事業
主に親子で参加するスポーツ教室・講演会・
レクリエーション教室の開催など

30万～100万円以内

④自主防災組織育成助成
事業

自主防災組織が行う地域の防災活動に直接
必要な設備など※建築物・消耗品は除く

30万～200万円以内

コミュニティ活動の発展のために助成します
ー 平成30年度（一財）自治総合センターのコミュニティ助成事業の募集 ー
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来迎寺
●

●クロステン

●キナーレ

●越後交通

●総合体育館

　　　　　　　●
妻有ショッピングセンター

妻有大橋 十日町橋
至上越

至上越

信濃川

情報館●

　　　　　　●
コメリホームセンター

JA十日町●

交番●

十日町
　病院●

セブン　
イレブン

●

四ツ宮公園
　●

市民体育館
●

●
分
じ
ろ
う

●
十
じ
ろ
う

●
シルク
モール

●智泉寺リオンドール●

JR飯山線

ほくほく線
とおかまち

至
南
魚
沼

至
長
野

至
長
岡

至
六
日
町

至長野

●十日町警察署
●市役所

十
日
町
高
校

　
　●

セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
キ
ン
グ

●

GS GS

GS

GS

GS

GS

規制箇所

う回路
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18市報とおかまち　平成29年８月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成29年８月10日号19

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

十日町おおまつり 交通規制

　開催期間中、国道117号線を中心に車両の通行が規制されます。う回路などの案内看板を設置す

るので、協力をお願いします。

問観光交流課（☎757-3100）

日12月９日㈯開演午後２時（開場１時30分）

会越後妻有文化ホール

￥4,000円（全席指定・700席）

他未就学児入場不可

問生涯学習課（☎757-5011）

●販売方法・期間など

高嶋ちさ子 12人のヴァイオリニスト～Best Classics Harmony～
市民先行チケット販売

販売
方法

期　　間
販売場所
または電話

窓口
販売

９月４日㈪～９日㈯
午前９時～午後５時

中央公民館
☎757-5011電話

予約

９月４日㈪　　　　
午前10時～午後５時

９月５日㈫～９日㈯

午前９時～午後５時
※９月９日午後５時までに
中央公民館でチケットを
購入すること。購入しな
いときは予約取消

段十ろう
開館記念

※当日は、状況に応じて交通規制時間などが変更されることがあるので、現場の警察官および警備員などの指示に従ってください

※１人５枚まで購入可能です。当日券はありません

①国道117号線（本町１～６丁目）

および高田町通り

　25日㈮午後６時30分～９時

　26日㈯午後６時10分～８時

　27日㈰午後９時～ 12時

②駅通り

　25日㈮午前11時～

　26日㈯午後12時

③諏訪町通り

　27日㈰午後９時～ 12時

９月１日から子どもの入院費を全額助成し無料化します

対市内に住所を有する子ども（出生から18歳になって初めての３月31日を迎えるまでの人）

内入院に要した費用を全額助成（保険適用分のみ）

●助成の受け方

　【県内の医療機関を受診】　医療機関の窓口に受給者証と保険証を提示する

　【県外の医療機関を受診】　支払った入院費の領収書を持参して市役所窓口で助成申請をする

他対象者には８月末ごろ、新しい受給者証を送付します。９月１日以降は新しい受給者証を使用し

てください

【受給者証の種類】

問子ども医療費助成・ひとり親家庭等医療費助成：子育て支援課子育て支援係（☎757-3719）

　重度心身障がい者医療費助成：福祉課障がい福祉係（☎757-3782）

※保険適用外の費用や入院時の食事代などは、原則助成対象外です

平成29年９月１日以降 これまでの入院個人負担（一部負担金）

無料 １日につき1,200円

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十日町市 子ども医療費助成受給者証 

公費負担者番号 9 0 1 5 0 2 5 1 
入院自己負担分 

公費負担者番号 
9 1 1 5 0 2 5 0 

受 給 者 番 号         

保 険 者  

保 険 者 番 号         

受 給 者 氏 名  

子
ど
も 

氏 名  

生 年 月 日 年  月  日 性別  

受 給 期 間 
  年   月   日 から 

  年   月   日 まで 

発 行 機 関 名 

及 び 印 
新潟県 十日町市長  印 

交 付 年 月 日   年   月   日  

※対象期間は通院・入院とも「出生日から 18歳に達する年度

の３月末日まで」です。入院の一部負担金はありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十日町市 受給者証 

６４ 

県親 

公費負担者番号 6 4 1 5 0 2 5 3 
入院自己負担分 

公費負担者番号 
9 1 1 5 0 2 5 0 

受 給 者 番 号         

保 険 者  

保 険 者 番 号         

受 

給 

者 

氏 名   

生年月日   年 月 日 性 別  

備 考   

申 請 者 氏 名   

有 効 期 間 
   年  月  日 から 

   年  月  日 まで 

発 行 機 関 名 
及 び 印 

新潟県 十日町市長    印 

交 付 年 月 日    年   月   日 

※受給者のうち 18歳に達する日以後最初の 3月 31日までの間

にある方については、入院の一部負担金はありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十日町市重度心身障がい者医療費助成受給者証 

県 障 
公費負担者番号 6 1 1 5 0 2 5 6 

入院自己負担分

公費負担者番号 9 1 1 5 0 2 5 0 

受 給 者 番 号         

保 険 者 名   

保 険 者 番 号          

受

給

者 

氏 名    

生年月日    年  月  日 男 ・ 女 

有 効 期 間 
年  月  日  から 

年  月  日  まで 

発 行 機 関 名 
及 び 印 

新潟県 十日町市長   印 

交 付 年 月 日 年  月  日     

＊受給者のうち18歳に達する日以後最初の3月31日までの間に
ある方については、入院の一部負担金はありません。 

子ども医療費
助成受給者証

ひとり親家庭等
医療費助成受給者証

重度心身障がい者
医療費助成受給者証

９月１日から精神障がい者に対する医療費助成が変わります

　重度心身障がい者医療費助成（県障）の助成対象を拡充し、新たに精神障害者保健福祉手帳１級

の人も対象になります（所得制限あり）。助成を受けるためには、受給者証が必要です。対象者に

は申請書を郵送するので、早めに申請をしてください。

内本人負担額 ●助成の受け方

　【県内の医療機関を受診】

　医療機関の窓口に受給者証と保険証を提示

する

　【県外の医療機関を受診】

　支払った医療機関・調剤薬局の領収書を持

参して市役所窓口で助成申請をする

他対象者には、８月末ごろ受給者証を送付します。９月１日から使用してください。

問福祉課障がい福祉係（☎757-3782）

通院

１回530円（同一の医療機関・

診療科ごとに１か月４回まで負

担、５回目以降は無料）

入院 １日1,200円

薬局 医師処方の調剤費用は無料
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20市報とおかまち　平成29年８月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成29年８月10日号21

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

測定値は全て通常の範囲内でした
保育園・小中学校ほか放射線空間測定結果

※地上１メートルでの測定値
※（　）内は平成28年５～６月の数値
※各施設の測定結果は、市ホームページまたは防災安全課で確認できます

測　定　施　設 平　均 最　大 最　小

保育園・幼稚園 24施設 0.059（0.072） 0.084（0.094） 0.050（0.054）

小学校・中学校 29施設 0.062（0.070） 0.094（0.092） 0.044（0.040）

公園など 16施設 0.064（0.068） 0.078（0.078） 0.044（0.060）

屋外体育施設 8施設 0.059（0.058） 0.067（0.078） 0.050（0.045）

計 77施設 0.061（0.069）

【測定方法】

・測定値は各施設の周辺４隅と中央部分の５か所を測定し

た平均値です。

・サーベイメータによる測定結果です。サーベイメータは、

人体の被ばく管理用のため最も放射線に敏感な皮膚下の

数値に補正したうえで表示されます。このため、モニタ

リングポストの測定値に対して３割程度高めになる傾向

があります。

【基準】

・国は、地上１メートルの高さで0.23 ～１μSv/h未満の

値が測定されたときは覆土処理で、１μSv/hを超えた

ときは土壌などを撤去し別途保管処理で対応することと

しています。

・新潟県は、0.016 ～ 0.16μSv/hを通常の測定範囲として

います。

問防災安全課防災安全係（☎757-3197）

　本年度に実施した放射線空間測定の結果、いずれの場所からも国の基準を超える値は測定されず、

通常の範囲内でした。

●測定期間＝平成29年５月～６月

●測定場所＝市内全ての保育園、幼稚園、こども園、小・中学校、主な体育施設や公園など

●測定結果 単位はμSv/h（１時間当たりのマイクロシーベルト）

　平成28年４月に改正農業委員会法が施行され、農地利用最適化推進委員が新設されることにな

りました。これに伴い新農業委員による評価委員会を開催し、７月25日㈫に33人の農地利用最適

化推進委員を委嘱しました。

●任期＝３年（平成29年７月25日～平成32年７月19日）

●委嘱による委員（地区別・敬称略）

●主な業務

　・農地の利用最適化の推進に関すること

　・農地パトロールおよび農地利用意向調査の実施

　・農業者年金加入推進と受給手続きのお手伝い

　・情報事業として「全国農業新聞」の普及拡大

　・農業者の相談窓口　など

問農業委員会事務局（☎763-2515）

担当地域 委員名（年齢） 行政区

川　西

山家　勝一（62） 木落

中村　庄平（64） 大白倉

水品　成良（55） 新町新田

村山　進一（67） 伊友

髙橋　勝則（52） 千手上町

中　里

富井　善一（66） 市之越

山田　正進（58） 清田山

南雲　市郎（69） 堀之内

村山　伸一（60） 田沢本村

廣田　幸男（63） 小原

松　代

山賀巳喜夫（66） 松代

佐藤達次郎（66） 千年

宮原　大樹（37） 木和田原

松之山

髙橋　清一（71） 天水島

村山　浩一（50） 湯山

江口　隆雄（56） 曽根

担当地域 委員名（年齢） 行政区

十日町・

川治・六箇

庭野　誠一（57） 十日町赤倉

小川　静夫（76） 浅之平

長津　高吉（80） 川治上町１

南雲　敏夫（80） 中村

中　条

小川　正直（62） 尾崎

宮内　隆和（34） 梅沢

佐藤可奈子（30） 小泉 2

大津　貴夫（43） 魚野田川

下条・吉田

綱　　大介（35） 上新田３

小島　一夫（64） 平

田村　正義（74） 樽沢

佐野　幸男（64） 高島 1

水　沢

小海　輝忠（27） 当間

金澤　拓男（73） 太田島 3

川田　　正（61） 珠川

樋口　倉蔵（66） 中在家

宮澤　貞二（81） 伊達 1

農地利用最適化推進委員が決定しました

ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
会
館

駐
車
場
の
利
用
方
法

　
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。
効
率

的
に
駐
車
場
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●会長

　村山　隆義（59歳・稲荷町３南）

●会長職務代理

　樋口　富行（66歳・荒屋）

農業委員会の

会長・会長職務代理が決定しました

先
立
ち
、
玄
米
の
放
射
性
物
質
を

検
査
し
ま
す
。
検
査
結
果
に
つ
い

て
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す

る
の
で
、
検
査
結
果
を
確
認
し
て

出
荷
・
販
売
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課
農
業
企
画
係
（
☎
７
５

７

｜

３
１
２
０
）

平
成
29
年
度
就
学
義
務
猶

予
免
除
者
等
の
中
学
校
卒

業
程
度
認
定
試
験
の
実
施

　
病
気
な
ど
の
事
情
に
よ
り
小
・

中
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
子
ど
も

が
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
認
定
す
る
た
め
の
試
験
で

す
。
合
格
し
た
人
は
、
高
等
学
校

の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

●
受
験
資
格
＝
次
の
①
か
ら
④
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
ま
た
は

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
だ
っ
た

人
で
、
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、

か
つ
、
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

で
、
そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま
で

に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
や

む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文

道の駅まつだい
ふるさと会館

まつだいふるさと会館
第２駐車場

まつだい駅
ほくほく線

至十日町
市街

至松之山
253

① ②

③

部
科
学
大
臣
が
認
め
た
人

③
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

16
歳
以
上
に
な
る
人
（
①
お
よ

び
④
以
外
の
人
）

④
日
本
の
国
籍
を
有
さ
な
い
で
、

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

15
歳
以
上
に
な
る
人

●
試
験
科
目
＝
国
語
・
社
会
・
数

学
・
理
科
・
英
語

●
願
書
受
付
期
間
＝
8
月
21
日
㈪

〜
9
月
８
日
㈮
消
印
有
効

問
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局

生
涯
学
習
推
進
課
認
定
試
験
第

一
係
・
認
定
試
験
第
二
係
（
☎

０
３

｜

５
２
５
３

｜

４
１
１

１
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
市
報
７
月
25
日
号
２
ペ
ー
ジ
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
「
西
保
育

園
新
園
名
決
定
お
よ
び
新
園
舎
内

覧
会
」
の
タ
イ
ト
ル
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
子
ど
も
も

親
も
輝
い
て
「
き
ら
き
ら
西
保
育

園
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

①
通
学
な
ど
の
送
迎
、
道
の
駅
利

用
な
ど
の
短
時
間
駐
車

②
電
車
の
使
用
な
ど
の
終
日
利
用

③
電
車
の
使
用
な
ど
の
終
日
利

用
、
ま
た
複
数
日
に
わ
た
る
利

用
問
松
代
支
所
地
域
振
興
課
（
☎
５

９
７

｜

２
２
２
０
）

新
米
の
出
荷
・
販
売
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
29
年
産
米
の
出
荷
に



連載コーナー

里
山
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
技
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で
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市民活動
ネットワ

ークひと
サポが、

旬な人・
団体を紹

介します
。

連載コーナー
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女
性
の
参
加
で
祭
り
と
集
落
を
元
気
に

沖
立
お
ん
な
神み
こ
し輿

会

　
毎
年
９
月
の
第
１
土
・
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
千
手
神
社
秋
季
大
祭
。
川
西
の
沖
立

集
落
に
は
、
こ
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
、
集
落
活
性
化
の
た
め
に
活
動
す
る
市
内
で
も
珍

し
い
女
性
の
神
輿
会
が
あ
り
ま
す
。
男
性
の
神
輿
・
子
ど
も
の
山だ

車し

と
と
も
に
町
内
を

練
り
歩
く
ほ
か
、
休
憩
所
で
は
老
若
男
女
が
楽
し
め
る
曲
で
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。
17

年
目
を
迎
え
、
今
で
は
祭
り
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
し
て
地
域
に
根
付
い
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ

：

会
長
・
星
名
和
子
さ
ん
（
☎
０
９
０
―
６
２
２
８
―
２
４
１
８
）

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

｜

７
４
４
４

「
か
つ
て
は
神
輿
を
担か
つ

ぐ
の
は
男
性

だ
け
、
女
性
は
裏
で
台
所
仕
事
と
い
う

の
が
一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
だ
ん
だ

ん
と
子
ど
も
も
減
り
、
祭
り
が
寂
し
く

な
っ
て
く
る
な
か
、
再
び
盛
り
上
げ
よ

う
と
嫁
さ
ん
た
ち
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
会
長
の
星
名
和
子
さ

ん
（
54
歳
）。
35
名
の
賛
同
者
を
募
り
、

集
落
の
協
力
の
も
と
平
成
12
年
に
始
動

し
ま
し
た
。
神
輿
の
担
ぎ
方
や
掛
け
声

を
学
び
に
県
外
に
出
か
け
、
衣
装
・
小

道
具
は
メ
ン
バ
ー
が
作
り
、
一
丸
と
な

っ
て
会
を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

「
ま
ず
自
分
た
ち
が
楽
し
み
、
そ
の

姿
を
見
た
周
り
の
人
も
楽
し
く
元
気
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
市
外
か

ら
嫁
ぐ
人
が
多
い
中
、
年
代
に
関
係
な

く
普
段
か
ら
声
を
掛
け
合
え
る
仲
間
が

で
き
る
の
も
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
会
の
存
続
の
た
め
、
地
元
の

中
学
生
・
高
校
生
た
ち
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
仕
組
み
、
周
辺
集
落
と
の
協
力

体
制
な
ど
も
模
索
し
ま
す
。
祭
り
を
と

お
し
た
女
性
の
活
躍
が
、
集
落
の
元
気

を
支
え
て
い
ま
す
。

お
ら
ほ
の

た
か
ら

｜ 

つ
な
ぐ
知
恵
と
技 

｜
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的
に
、
新
水
民
謡
愛
好
会
を
発
足
し
ま
し

た
。
一
時
存
続
の
危
機
を
迎
え
ま
し
た

が
、
平
成
14
年
に
「
あ
わ
せ
お
け
さ
保
存

会
」
を
立
ち
上
げ
、
活
動
を
再
開
し
ま
し

た
。
現
在
は
24
人
の
会
員
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

主
な
活
動
は
、
市
内
の
介
護
施
設
へ
の

慰
問
公
演
が
中
心
で
す
。「
高
齢
者
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
、
元
気
を
与
え
る
こ
と
が

一
番
の
喜
び
。
あ
と
は
こ
の
伝
統
が
次
の

世
代
に
残
せ
れ
ば
い
い
ね
」

「
お
け
さ
踊
る
な
ら
　
板
の
間
で
踊
れ

よ
　
ハ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
〜
」

優
さ
ん
の
軽
や
か
な
声
が
響
き
始
め
る

と
、
踊
り
の
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。
月
２

回
行
っ
て
い
る
練
習
会
は
、
い
つ
も
参
加

者
の
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。「
怒
る
こ
と

は
し
な
い
し
、
間
違
っ
て
も
い
い
。
皆
で

楽
し
む
こ
と
に
意
味
が
あ
る
ん
だ
」

昔
か
ら
神
楽
の
獅
子
舞
と
と
も
に
行
わ

れ
て
い
た
と
い
う
あ
わ
せ
お
け
さ
。
昭
和

52
年
に
、
集
落
の
伝
統
を
守
る
こ
と
を
目

地
域
お
こ
し
協
力
隊

藤
本 

圭
子
さ
ん

あ
わ
せ
お
け
さ

　
久
保
田 

優
ま
さ
る

さ
ん（

新
水
・
75
歳
）

「間違ってもいい。
皆で楽しむことに意味がある」

❶踊りはあわせおけさのほかに、石投げ

おけさ・花笠踊り・新いそぶし・広大寺

など５種類❷いつも笑顔が絶えない練習

会❸謡
うたい

と踊りを盛り立てる囃子（笛と太

鼓）❹花笠踊り用の手作り花笠❺40年

近く使い続けている太鼓❻練習後は皆で

輪を囲んでお茶をします❼「後継者が出

てくると嬉しいね」と話す優さん

　「おけさ保存会」の
稽古では、みなさんの
笑顔に元気をもらって
います。
　「伝承する心」は地
域の宝だと思います。

現在、幼児から60歳代までの住民23人が所属しています。近年は担ぎ手不足
が悩みの種。過去には芸術祭のサポーター「こへび隊」が参加するなど、地域
外からの参加者も積極的に迎え、地域・年代問わず参加者を大募集しています。

若い人たちに人気のE
エグザイル

XILEやボーカロイドの曲にも挑戦し、幅広いレパートリ
ーの踊りは観客の大きな楽しみの一つ。今年は「恋ダンス」の披露に向け練習
中です。毎年、老人ホームの慰問も行っています。

「わっしょい」に代えて「ラ
ッセー、ラッセッセー」とい
う掛け声を響かせます。これ
は、青森ねぶた祭りの「ラッ
セーラー」を参考に、沖立お
んな神輿会のためにアレンジ
したものです。

❶

❷

❸

❻

❺

❹

❼
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夏
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

金
澤
　
天あ
ま

音ね

さ
ん
（
６
年
）

雲
の
上
の
龍

金
澤
　
伶れ

な奈
さ
ん
（
５
年
）

魚
が
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
食
べ
て

い
る
と
こ
ろ

金
澤
　
巧た
く

真ま

さ
ん
（
３
年
）

走
れ
！
コ
ロ
コ
ロ
ビ
ー
玉

富
井
　
結ゆ

な菜
さ
ん
（
４
年
）

た
か
く
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
れ
た

た
ま
い
れ

富
井
　
咲さ

き希
さ
ん
（
１
年
）

が
ん
ば
っ
た
玉
入
れ

川
田
　
美み

お桜
さ
ん
（
２
年
）

　がんばったところは、龍の顔
です。雷神がいるところも見て
ほしいです。雲の上にいるよう
にかき、下に黒い雲もかいて工
夫しました。

　夏と言ったらこれというもの
を集めて作りました。
　スイカのはり方や波のサラサ
ラ感と砂のジャリジャリ感をイ
メージして色をぬりました。

　みんなの顔をたのしそうにえ
がおでかくようにがんばりまし
た。色ぬりがていねいにできま
した。

　スタートして塔の中にビー玉
が転がるようにして、また出口
からビー玉が出るようにしたと
ころを工夫しました。

　ひとがたまをなげているよう
なふんいきがだせるように、う
ごきをつけてかきました。

　工夫したところは、模様がつ
いた画用紙をかざり切りにした
ところです。


	表紙
	特集「地域資源から創り出す再生可能エネルギー」
	上越魚沼地域振興快速道路（仮称）十日町道路のルート帯決定に向けて
	公売のお知らせ
	キラメキワーカーズ
	タウントピックス
	大地の芸術祭　地元サポーターこへび隊通信
	お知らせ・ガイド
	催し・講座
	募集
	福祉・健康
	子育て
	スポーツ
	くらし・相談

	このとき熱中＆夢中
	おらほのたから
	ジュニア芸術祭

